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列線整備

機付整備
（機付長＋機付員で１機丸ごと整備）

ショップ整備 補給処整備
（外注整備）

列線整備 補給処整備（外注整備）

戦闘機整備の変遷

適用技術の高度化に伴い日日の整備を完了するた
めに細分化された特技（主としてショップで、狭
く深い整備）が必要となる

航空機の自己診断（センシ
ングと解析）能力が向上し
ショップ整備の所要が激減

１９４０年代

第３～４世代
(1960年代～)

第５～６世代
(2010年代～)

もはや部隊には細分化された専門特技員は不要、機体全般、エンジン、アビオニ
クス、武装といった大括りの特技と特技間の相互補完性が重要な時代が到来

↓
広く浅く速い部隊整備力と狭く深く遅い民間整備力のコンビネーション



第５世代機の例：F-35A

ミサイル等の内装化
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航空自衛隊の編制
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谷嶋航空総隊



航空自衛隊補給本部の編制
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Air Force Mission Capability Rates Reach Lowest Levels in Years

The F-22's mission capable rate in 
fiscal 2024 was only 40.19 percent.

出典：A&SFM HP



出典：
A&SFM HP



国土交通省の取組み（抜粋）
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